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営業外費用及び貸倒引当金繰入の計上に関するお知らせ 
 

 

平成 21 年 12 月期第 1四半期決算におきまして、下記の通り営業外費用と貸倒引当金繰入を計上しますの

でお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 営業外費用の計上 

 

当社が保有しております投資有価証券（投資事業有限責任組合）について、当社の出資持分に応じた投資

事業組合損失を営業外費用として 21 百万円計上する事といたしました。 

この費用計上額は投資事業組合の業績によって変動するもので、業績が好転した場合は、この投資事業組

合損失から相殺いたします。 

 

 

２． 貸倒引当金繰入の計上 

 

当社顧客に対する未収入金の一部について、販売管理費および一般管理費に 73 百万円を貸倒引当金繰入計

上する事といたしました。 

この計上は、顧客とビジネス条件を協議中の為、未収入金について保守的に勘案した結果、会計原則に従

って行うものであり、当社の事業戦略に影響するものではありません。 

また、当社が保有しております投資有価証券（転換社債）につきまして、資産の健全性をより高める為に、

既に貸借対照表に評価換算差額として計上しておりました為替差額分について損益計算書上で貸倒れ処理を

行ない、特別損失として 15 百万円を追加計上するものです。 

 

 

３． 今後の見通し 

 

平成 21 年 12 月期の業績予想につきましては現在再精査中であり、修正が必要と判断された場合には別途

開示いたします。 

 

以 上 


